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参考文献結論
実験2より、唐辛子の実
と種は幼虫の忌避に効
果がある。

緒言
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唐辛子を用いた衣類害虫
(ヒメカツオブシムシの幼虫)の忌避

ヒメカツオブシムシとは
和名:ヒメカツオブシムシ
学名:Attagenus japonicus
分類:カツオブシムシ科

ヒメカツオブシムシ属
分布:日本全国
体長:約10mm

約５mm(成虫)
期間:約10ヶ月(幼虫)

約1ヶ月(成虫)
餌 :布や乾物(幼虫)

花粉や花の蜜(成虫)

防虫剤に求める条件
１.匂いが少ない
２.人体への悪影響がない
３.効果が長時間続く
4.効果が広範囲に、早く現れる

→特に、匂いが少なく、人体への悪影響がないこと
を重要視し、今回の実験では唐辛子と、その効果
の比較対象としてナフタレンを用いた。

研究目的
ヒメカツオブシムシの幼虫について、匂いが少なく、
人体に悪影響がない防虫剤を見つける。

成虫

幼虫

結果・考察

条件を変えて３回実験(防
虫剤なしを含む)をしたが、
どの実験も食害はほとんど
見られなかった。先行研究
に「秋になるとともに食害量
は著しく減る」(参考文献②
より引用)とあったため、食
害量ではなく、防虫剤から
遠ざかるかを調べる(実験
２)ことにした。

防虫剤無しの場合には移動距離の平均が1㎜と、概ね均等に＋, －に移動した。唐
辛子の実と種においては、どちらも平均値が正となり、防虫剤から遠ざかる結果に
なった。しかしナフタレンでは平均値が負となり、防虫剤に近づく結果となった。た
だしナフタレンの場合、＋の方向に移動している回数も多いため、外れ値が結果に
大きく影響したからだと考えられる。

実験方法

キムワイプ

14cm

防虫剤

ウール(羊毛）
100％の布

2.5cm

実験1
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実験方法

キムワイプ

14cm

防虫剤

ウール(羊毛）
100％の布

2.5cm

シャーレにキムワイプ、布、幼虫５匹、防虫剤を入れ、
内部温度25に設定したインキュベーター内に1週間
置いた。その後、布の重さを量り実験前との重量を比
較した。

ペットボトルを縦に半分に切り、長さ250㎜の半円
筒状の装置を作成した。装置の底面には-
120∼120㎜まで目盛りを書いた紙を貼った。
-125㎜の位置に防虫剤、0㎜の位置に幼虫をおい
て内部温度25度のインキュベーター内に10分間
置き、幼虫がどの位置にいるかを測定した。
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実験2
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実験方法

キムワイプ
（足場用）

14cm

防虫剤
(ナフタレン)

ウール(羊毛）

100％の布

2.5cm

直径１４㎝のシャーレにキムワイプ、ウールの布、幼虫
５匹、防虫剤（ナフタレン）を入れ、25℃に設定したイ
ンキュベーター内に1週間置いた。その後、布の重さ
を計測し実験前との重量を比較した。

ペットボトルを用いて長さ250㎜の半円筒状の装置
を作成した。装置の底面は-120∼120㎜まで目盛り
を書いた紙を貼った。
-125㎜の位置に防虫剤（①ナフタレン②唐辛子【実】
③唐辛子【種】）、0㎜の位置に幼虫を置いて25℃に
設定したインキュベーター内に10分間放置した後、幼
虫がどの位置にいるかを測定した。
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研究意義・背景
市販されている防虫剤(ナフタレンなど)のなかには

人体に害のあるものや、その匂いが体調不良を誘
発するものがある。そこで、私たちはこれらの問題
を解決したいと思い、衣類害虫の中でも比較的入
手が容易なヒメカツオブシムシの幼虫(以下幼虫と
する)を用いて忌避に関する実験を行った。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 平均

無し -121 25 -50 -20 -54 55 37 -55 79 114 １

ナフタレン -104 -73 10 45 5 65 -80 20 10 50 ‐5.2

唐辛子【実】 115 70 -65 120 -120 60 -10 -10 27 -8 17.9

唐辛子【種】 25 -90 45 120 120 120 85 88 -60 -125 32.8

防虫剤
回数

単位：ｍｍ実験１ 実験２

実験１
実験２
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